
 

　(８)工事発注状況について（１件100万円以上）

　(４)支出事務について(旅費、食糧費、委託料、使用料及び賃借料、負担金及び補助金)

　(６)備品の管理状況について（１件５万円以上）

　(５)財産の管理状況について

　(７)修繕料の執行状況について（１件100万円以上）

　　（魚津署）35人

５　監査の方法

６　監査の結果

　　平成26年12月末日現在における各所管の事務事業について、あらかじめ監査資料の提出を求め、

　　今回の監査にあたっては、事務事業の執行状況についての実態の把握とその執行状況の適否を

　監査の概要は、以下のとおりである。

　(１)職員の配置及び事務分担について　

　　（本　部）29（8）人　　※（ ）は兼務職員数

　本監査は、地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき実施したものである。

平 成 26 年 度 定 期 監 査 結 果 報 告

　(２)主な事業の進捗状況について

　(３)収納事務の適正性及び収入状況について

４　監査対象事項

１　監査根拠

３　監査対象課等

　各課等の事務事業の執行について、財務事務監査を中心に、行政監査的要素も含め現地調査も

　同時に実施した。特に重点を置いた事項は、次のとおりである。

　(１)職員の配置及び事務分担について

　消防本部、魚津消防署、滑川消防署、上市消防署、舟橋分遣所

２　実施期間　　平成27年１月26日

　　（滑川署）27人

　　（上市署）21人

　　（舟橋分遣所）10（1）人

　審査することに監査の主眼をおき実施した結果、事務事業の執行については、関係法令に準拠し

　て適切に処理されていた。

　して暮らせるよう、消防・救助・救急体制の充実、強化を図られたい。

　その資料をもとにして関係書類及び諸帳簿等について、内容を審査するとともに相互の整合性につ

　いても確認した。併せて、監査対象課から説明を聴取するとともに、例月出納検査の内容も参考に

　　引き続き、本部、各署の周辺環境の整備等に努め、併せて住民の生命と財産を守り、安全で安心

　した。



Ｂ Ｃ Ｄ（Ｂ-Ｃ） Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

1,044,175,000 △ 26,744,000 1,017,431,000 946,900,000 946,900,000 0 93.07% 100.00%

1,904,000 0 1,904,000 1,485,000 1,485,000 0 77.99% 100.00%

5,055,000 △ 1,955,000 3,100,000 0 0 0   

1,000 8,949,000 8,950,000 8,949,259 8,949,259 0 99.99% 100.00%

28,000 0 28,000 222,126 222,126 0 793.31% 100.00%

0 707,000,000 707,000,000 0 0 0   

5,866,000 △ 5,866,000 0 0 0 0   

1,057,029,000 681,384,000 1,738,413,000 957,556,385 957,556,385 0 55.08% 100.00%

Ｂ Ｃ（Ａ-B） Ｂ／Ａ

913,000 0 913,000 568,970 344,030 62.3%

287,000 0 287,000 80,684 206,316 28.1%

1,044,925,000 681,384,000 1,726,309,000 861,353,356 864,955,644 49.9%

9,904,000 0 9,904,000 2,837,782 7,066,218 28.7%

1,000,000 0 1,000,000 0 1,000,000 0.0%

1,057,029,000 681,384,000 1,738,413,000 864,840,792 873,572,208 49.7%

予 算 額

合計

            款

6.組合債

7.国庫支出金

　(３)収納事務の適正性と収入状況について

1.分担金及び負担金

2.使用料及び手数料

3.県支出金

4.繰越金

5.諸収入

予算対比 調定対比

　(２)主な事業の進捗状況について

　　適正な競争入札の執行により、事業の遂行がなされている。

調定額 収入済額 収入未済額

当　初
補　正

（繰越額）
計　A

  (８)工事発注状況について（１件100万円以上）

    適正な競争入札の執行により、事業の遂行がなされている。

1.議会費

2.総務費

3.消防費

4.公債費

5.予備費

合計

　られる。

  (６)備品の管理状況について（１件５万円以上）

  (５)財産の管理状況について　　　

  (７)修繕料の執行状況について（１件100万円以上）　　

    適正であると認められる。

　  その他の備品については、計画的な整備が図られ、また、その管理についても適正であると認め

　　旅費、食糧費、委託料、使用料及び賃借料いずれも目的に従い、適正に執行されている。

　(４)支出事務について

　　　財務規則等に基づき適正に処理されている。

  　適正な管理運用がなされている。

予算対比支出済額 予算残額            款
予 算 額

当　初
補　正

（繰越額）
計　A


